
仲間入りをしていた21歳
の矢島純一の名前もあっ
た。しかしそのころには、
重度の腱鞘炎で、期待と
不安の船出だった。

2月に創立記念大会があっ
て、当日の朝、痛みがひどくて
行きつけの整形の先生を訪ね
た。今日がデビュー戦だから、
どうしても投げたいと事情を説
明すると「注射をうてば投げら
れないことはないけど、あとが
大変だよ」といわれた。それで
も2本注射をうってもらうと、1
時間後ぐらいにはウソのように
痛みがなくなっていました。

予選6Ｇ、決勝1Ｇの7
Ｇトータルピンという短期
決戦も幸いしたか、トータ
ル1494ピンで優勝、ＪＰ
ＢＡ最初のタイトルホル
ダーとなった。しかし代償
も大きく、シーズンの後半
はまったく投げられな
かった。

いろんな方にお世話になっ
て、あの先生がいい、この治療
がいいと聞いては日本国中訪ね
歩いたけど、なかなか特効薬が
見つからなかった。最後にＮＢ
Ｆのある方が、白石（雅俊・現Ｎ
ＢＦ理事長）さんに「こういう
整体の先生がいてすごくいいら
しいから、一度矢島さんを連れ
ていったらどうですか」といっ
てくれて、白石さんが「純ちゃ
ん、一緒に行ってみようよ」と
連れられて行ったのが、錦糸町
にある整体院でした。
診てもらうと「これは相当悪
いね。私が施術すれば大体2～
3回で治るけど、君のは重傷だ。
原因は手首じゃなくて、肩の凝
りからきている」っていわれて、
親指の2倍ほどにはれ上がって
いた筋肉と骨をつなぐ腱を集中
的にほぐしてもらった。12～
13回通ったころに「もう練習を
してもいいよ」っていわれて、

恐る恐る投げて
みたら、痛みは
ずいぶん少なく
なっていた。翌
年 の 途 中 か ら
トーナメントに
復帰できたけど、
またちょっと無
理をすると、悪く
なって先生に診
てもらうという
繰り返しでした。
完治することは
なくて、いまだ
に練習や試合で
は、痛み止めや
座薬が欠かせな
いです。

プロボウリング協会が設
立されるころには、すでに
ブームといっても過言では
ない状況だったが、それ
に拍車をかけたのは2年
後、1969年の女子プロ
の誕生だった。ボウリング
人気は沸騰、日本国中ボウ
リング場の建設ラッシュと
なった。

自分がプロになったときは、
ボウリングを広めるのが我々の
使命と思っていました。それが
女子プロができて、あんなこと
になるとは思っていませんでし
た。田んぼの中や山奥にもボウ
リング場ができて、こんなとこ
ろに人がくるのかと思っていた
ら、そこが5時間待ち、6時間
待ちというような、考えられな
い状況でした。私自身も当時の
スケジュール帳は真っ黒でし
た。夜中の1時、2時まで試合
をしたり、チャレンジマッチを
やれば、1ボックスに10人とか
入って投げるような状態でし
た。さすがに、こんなことがい

つまで続くんだろう、本当に大
丈夫なのかなと、不安が頭をよ
ぎるようになっていました。

その不安どおり、ブーム
の終焉は突然やってくる。
1973年の中東戦争を契機
とするオイルショックが、
日本経済を直撃。それが
引き金となってボウリング
場から人影が消え、最盛
期に3800センターに達し
たボウリング場は、2年後
には3分の1まで減少して
いた。

若いプロのなかには「ボウリ
ングバッグを持って外を歩くの
が恥ずかしい」なんて言い出す
者がいて、仕事でこの道を選ん
だのに、そんなことをいうよう
では辞めた方がいいよと怒った
こともありました。そういう私
も、10代のころからボウリン
グしかやってこなかったので、
転身しようにも何も思い浮かば
なかったんですね。でもまさか、
70歳を過ぎて現役で投げ続け
ているなんて、そのころには
まったく想像もしていませんで
した。
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矢島 純一
やじまじゅんいち／ 1945 年 8 月 14 日生まれ、東京都
出身。1967 年プロ入り（1 期・ライセンス№18）。通
算 41 勝、ＰＢＡ1 勝。公認パーフェクト 28 回。所属：
中野サンプラザボウル、㈱ＬＴＢ、ＡＢＳ、㈱Ｎ＆Ｋ

74歳の今なお、ボウリング界の顔であり続けるビッグジュ
ンこと矢島純一プロ。折からのコロナ禍でシーズンがストップ
しているこの機に、60年近くに及ぶボウリング人生を振り返っ
ていただいた。

初めての出合いは
高校1年生

▲トーナメント再開時には、コロナでブレイク中に伸ばしたひげを剃って臨むつもりだ

矢島プロが所属する中
野サンプラザボウルもま
た、新型コロナウイルス
の影響で、自粛要請に応じ
て4月8日から5月27日ま
で、休業を余儀なくされた。

今年の1月ぐらいまでは、コ
ロナに世界中がほんろうされる
なんて、思ってもみなかったで
すよね。週3回パーソナルトレー
ナーのところでトレーニングは
続けていましたが、それ以外は
できるだけ人に会わないように
してこもっていました。プロ入
りしたばかりのころ、腱鞘炎で
8カ月ぐらい休んだけど、これ
だけ投げなかったのは、それ以
来のことです。

仲間7～8人とローラースケー
トをやろうと、スケート場の
あった後楽園にブラブラと歩い
て向かっていたけど、何か面白
そうなのができているぞとのぞ
きにいったのが、後楽園ボウリ
ングセンターでした。そのとき
に2ゲーム投げたのが、初めて
の体験でした。ただ高校時代は
バスケに打ち込んでいたので、
ほぼそれっきりでした。
自分では大学でもバスケを続
けるつもりだったけど、親父に
家業の酒屋を継げといわれて、
大学を諦めた代わりといっては
なんだけど、仕事の傍ら、義兄
と一緒にちょこちょこと練習に
行くようになった。そのころ甲
州街道沿いの新宿を下りてき
て、左に曲がると東京フェア
レーン、右に曲がると東京ス
ターレーンがあった。
その東京スターレーンで投げ
始めたころに、同じ1期でデ
ビューする井上望と知り合っ
て、よく一緒に練習をするよう
になった。またのちにチャー
ターメンバーとなる、岩上太郎
さん、石川雅章さん、水谷稔さ
んら5人の侍といわれた猛者た
ちがいて、レッスンをしていま
した。そこで石川さんに目をか
けられたことが、私がボウリン
グの世界に深く足を踏み入れる
きっかけになりました。

1967年1月27日、プ
ロボウリング協会が設立
された。19名のチャー
ターメンバーのなかには、
すでにトップボウラーの

「ブームの渦中で疾走しながらも
いつまで続くのか不安がありました」
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中学・高校時代と熱中し
ていたバスケットボールを
大学でも続けるつもりで
いたが、家庭の事情で進
学を諦めたことが、その
後の人生を大きく変える
ことになる。

初めてボウリングをしたのは
高校1年のとき。部活終わりに、

空前のブームと
突然の終焉
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